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弥 生 の 候 、皆 様 に お か れ ま し て は 、ま す ま す ご 清 栄 の こ と

と お 喜 び 申 し 上 げ ま す 。  

2 月 の 初 め に 宝 塚 市 に 巨 額 の 寄 附 、 と い う ビ ッ ク リ す る ニ

ュ ー ス が あ り ま し た 。病 院 の 建 設 代 と し て 約 250 億 円 、医 療

機 器 購 入 資 金 と し て 約 4 億 円 で す 。ネ ッ ト で い ろ ん な 情 報 が

出 て い る の で 皆 さ ん ご 存 知 か と 思 い ま す が 、寄 附 を さ れ た 方

は 、こ れ だ け の 寄 附 を し て も ま だ ま だ 財 産 が あ る よ う で す 。超 一 流 企 業 の 創 業 を 担 っ た 方 で 当

時 社 長 か ら も ら っ た 株 式 が 、会 社 が 大 き く な り 上 場 し 、さ ら に 株 式 分 割（ も と も と の 1 株 が 2

株 や 3 株 に 分 割 さ れ る ）で 株 数 が 増 え こ と で 大 き な 財 産 に な っ た よ う で す 。『 小 さ な 会 社 を 育

て て リ タ ー ン を 得 る 』と い う 意 味 で は 、こ れ ぞ『 投 資 』だ と 思 い ま す（ 寄 附 さ れ た 方 は 社 員 と

し て 働 い て い た の で 少 し 違 う か も し れ ま せ ん が ）。ど こ か の 銀 行 員 が 他 人 の 貸 金 庫 に 手 を 付 け

て い ま し た が 、そ の 原 因 が Ｆ Ｘ で の 失 敗 だ そ う で す 。Ｆ Ｘ は 投 資 と 言 わ れ て い ま す が 、は っ き

り 言 っ て 投 機 で す （ も し か し た ら お 金 の 『 投 棄 』 か も (^^;)） 。 Ｆ Ｘ は レ バ レ ッ ジ を 利 か せ て

大 き な 儲 け を 得 る こ と が で き ま す が 、こ の レ バ レ ッ ジ が 曲 者 で す 。銀 行 員 で も 損 を し て 失 敗 す

る の で す 。と て も『 投 資 』と は 言 え な い と 思 い ま す 。い ま 、国 は『 貯 蓄 か ら 投 資 へ 』と 声 を 大

に し て 叫 ん で い ま す が 、私 達 が 目 指 す の は あ く ま で『 投 資 』で す 。目 先 の 利 益 に 惑 わ さ れ な い

よ う に お 気 を 付 け く だ さ い 。  

さ て 、 私 事 で 恐 縮 で す が （ い つ も 私 事 で し た ね (^^;)） 、 私 が か か わ っ た 書 籍 が 出 版 さ れ ま

し た ！ 私 は あ く ま で『 監 修 』で 中 身 は 甲 子 園 大 学 教 授 の 樋 口 先 生 の 執 筆 で す 。に も か か わ ら ず

私 を 筆 頭 に し て く れ て 感 謝 し か な い で す m(__)m。一 応 、一 般 の 書 店 で も 購 入 で き ま す（ Amazon

で も 売 っ て い ま し た 、 ビ ッ ク リ ） 。 当 然 在 庫 は あ り ま せ ん の

で 注 文 に な り ま す 。 と 、 そ の 前 に も し 御 入 用 の 方 が い ら っ し

ゃ れ ば 、送 料 を ご 負 担 い た だ け れ ば 、私 か ら プ レ ゼ ン ト（ ？ ）

し ま す （ こ う い う 本 は 売 れ な い の で 、 こ ち ら で 買 取 り に な る

ん で す 。 た く さ ん 持 っ て い ま す (>_<)） 。  

と 、宣 伝 を さ せ て い た だ い た と こ ろ で 、事 務 所 だ よ り 3 月 号 を 送 り ま す 。確 定 申 告 、ラ ス ト

ス パ ー ト で す 。 流 石 に ヘ ロ ヘ ロ で す が 、 も う ひ と 頑 張 り し ま す ！  

 

 

 ☆  お 知 ら せ （ 2025 年 3 月 の 税 務 ）  

 

期   限  項   目  

3 月 10 日  
 

2 月 分 源 泉 所 得 税 ・ 住 民 税 の 特 別 徴 収 税 額 の 納 付  

3 月 17 日  
 

前 年 分 贈 与 税 の 申 告 （ 申 告 期 間 ： 2 月 3 日 か ら 3 月 17 日 ま で ）  

 

前 年 分 所 得 税 の 確 定 申 告 （ 申 告 期 間 ： 2 月 17 日 か ら 3 月 17 日 ま で ）  

 

所 得 税 確 定 損 失 申 告 書 の 提 出  

 

前 年 分 所 得 税 の 総 収 入 金 額 報 告 書 の 提 出  

 

確 定 申 告 税 額 の 延 納 の 届 出 書 の 提 出 （ 延 納 期 限 ： 6 月 2 日 ）  

 

個 人 の 青 色 申 告 の 承 認 申 請  

（ 1 月 16 日 以 後 新 規 業 務 開 始 の 場 合 は 、 そ の 業 務 開 始 日 か ら 2 ヶ 月 以 内 ）  

 

個 人 の 道 府 県 民 税 ・ 市 町 村 民 税 ・ 事 業 税 (事 業 所 税 )の 申 告  

3 月 31 日  
 

個 人 事 業 者 の 前 年 分 の 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 の 確 定 申 告  

 

1 月 決 算 法 人 の 確 定 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ (法 人 事 業 所 税 )・ 法 人 住 民 税 ＞  

 

1 月 、 4 月 、 7 月 、 10 月 決 算 法 人 及 び 個 人 事 業 者 (前 年 12 月 分 )の 3 月 ご と の 期 間 短 縮

に 係 る 確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

法 人 ・ 個 人 事 業 者 (前 年 12 月 分 及 び 当 年 1 月 分 )の 1 月 ご と の 期 間 短 縮 に 係 る 確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

7 月 決 算 法 人 の 中 間 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ 法 人 住 民 税 ＞ (半 期 分 ) 

 

消 費 税 の 年 税 額 が 400 万 円 超 の 4 月 、 7 月 、 10 月 決 算 法 人 の 3 月 ご と の 中 間 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

消 費 税 の 年 税 額 が 4,8 00 万 円 超 の 12 月 、 1 月 決 算 法 人 を 除 く 法 人 の 1 月 ご と の 中 間 申

告 (11 月 決 算 法 人 は 2 ヶ 月 分 ) 

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

 

 ☆  金 地 金 の 密 輸 が 2.1 倍 に   

 

金 の 値 段 が 上 が り 続 け て い ま す 。そ の せ い か ど う か 分 か り ま せ ん が 、「 金 」に つ い て こ ん な

発 表 が あ り ま し た 。  

財 務 省 は 、2023 事 務 年 度（ 2023 年 7 月 ～ 2024 年 6 月 ）の「 関 税 等 脱 税 事 件 に 係 る 犯 則 調 査 」

⻄⽥成希税理⼠事務所
〒 659 -0053  
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Te l： 090 - 7490 - 7396  
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毎 年 恒 例 の 同 年 代 の テ ニ ス 練 習 会 で す 。 初 打 ち が で き ま し た

(^^;)。寒 い 時 期 な の で す が 、確 定 申 告 前 の 私 の 都 合 に 合 わ せ て く

れ て る ん で す よ ね 。 あ り が と う ご ざ い ま す m(__) m。  
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の 結 果 を 公 表 し ま し た 。全 国 の 税 関 が 行 っ た 輸 入 品 に 対 す る 関 税 お よ び 内 国 消 費 税（ 輸 入 貨 物

に 課 さ れ る 消 費 税 、酒 税 、た ば こ 税 な ど の 間 接 税 ）に 係 る 犯 則 調 査 の 結 果 を ま と め た も の で す 。  

そ れ に よ る と 、関 税 な ど の 脱 税 事 件 に 対 し て 全 国 の 税 関 が 行 っ た 犯 則 調 査 の 結 果 、検 察 官 へ

の 告 発 や 税 関 長 に よ る 通 告 に 至 っ た 処 分 件 数 は 前 事 務 年 度 比 7％ 減 の 157 件 へ と 微 減 し た も の

の 、 脱 税 額 は 同 86％ 増 の 総 額 約 4 億 円 で 大 幅 増 と な り ま し た 。  

 

処 分 し た 事 件 の う ち 、 金 地 金 の 密 輸 事 件 が 同 18％ 減 の 102 件 で 、 件 数 と し て は 減 少 し た も

の の 事 件 全 体 の 約 6 割 を 占 め て い ま す 。金 地 金 の 脱 税 額 は 総 額 約 3 億 6 千 万 円 で 、前 事 務 年 度

の 約 2.1 倍 に 急 増 し ま し た 。  

金 地 金 密 輸 事 件 の 主 な 処 分 事 例 と し て は 、航 空 機 旅 客 が 金 地 金 約 105kg を 密 輸 し 、消 費 税 約

8,080 万 円 を 脱 税 し た 事 案 が あ っ た そ う で す 。  

 

ま た 関 税 と 内 国 消 費 税 （ 消 費 税 、 酒 税 、 た ば こ 税 等 ） の 輸 入 申 告 に 対 す る 「 輸 入 事 後 調 査 」

の 結 果 も 同 時 期 に 発 表 し ま し た 。同 調 査 は 、輸 入 貨 物 に 掛 け ら れ る 関 税 な ど が 適 正 に 納 税 申 告

さ れ て い た か ど う か を 通 関 後 に 確 認 す る た め の 税 務 調 査 。 23 年 度 に 行 わ れ た 調 査 は 3,576 件

で 、申 告 漏 れ な ど が 発 覚 し た 輸 入 者 の 手 続 き は 2,678 件 。関 税 な ど の 納 付 不 足 税 額 は 約 128 億

3 千 万 円 で し た 。  

 

 

 ☆  日 本 の 年 金 制 度   

 

◆  日 本 の 年 金 制 度 は 3 階 建 て  

日 本 の 年 金 制 度 は 、や や こ し い で す 。現 在 の 年 金 は 、1・2 階 は 公 的 年 金 で 老 後 の 生 活 資 金 の

基 本 を 支 え 、3 階 の 企 業 年 金 、個 人 年 金 で そ の 拡 充 を 図 る 制 度 に な っ て い ま す 。そ し て 税 制 や

優 遇 措 置 も 企 業 年 金 、 個 人 年 金 の 種 類 に よ っ て 多 岐 に 分 か れ て い ま す 。  

 

◆  企 業 年 金 と 個 人 年 金  

「 企 業 年 金 」は 、企 業 が 従 業 員 の た め に 実 施 す る 退 職 金 の 分 割 払 い 、と 言 え ま す 。企 業 の 中

で は な く 外 部 に 資 金 を 積 み 立 て る 退 職 給 付 制 度 と し て 発 展 し て き ま し た 。一 方 、個 人 が 自 ら 加

入 す る「 個 人 年 金 」は 公 的 年 金 に 加 え て 老 後 の 所 得 を 確 保 、補 填 し た い 人 の 自 助 努 力 を 目 的 と

す る 制 度 で す 。  

2023 年 の 常 用 労 働 者 30 人 以 上 の 企 業 の 調 査 で は 、退 職 年 金 制 度 が あ る ⇒ 23.2％ 、退 職 一 時

金 の み ⇒ 51.7％ 、 退 職 金 の 制 度 が な い ⇒ 24.8％ で し た 。  

企 業 年 金 と 個 人 年 金 と も 税 法 上 の 優 遇 制 度 が あ り 、「 拠 出 時 」と「 運 用 時 」は 原 則 非 課 税 で

す 。  

年 金 と し て 受 給 す る 場 合 は「 公 的 年 金 に か か る 雑 所 得 」と し て「 公 的 年 金 等 控 除 」を 差 し 引

い た 額 が 所 得 税・住 民 税 の 課 税 対 象 で す 。一 時 金 と し て 受 給 す る 場 合 は「 退 職 手 当 等 」に 該 当

し 、 勤 続 年 数 に 応 じ た 「 退 職 所 得 控 除 」 を 差 し 引 い た 額 の 2 分 の 1 が 課 税 対 象 と な り ま す 。  

 

◆  「 確 定 給 付 型 と 」 「 確 定 拠 出 型 」  

「 企 業 年 金 」と「 個 人 年 金 」は 、「 確 定 給 付 型（ DB）」と「 確 定 拠 出 型（ DC）」が あ り ま す 。  

「 確 定 給 付 型（ DB）」は 、事 業 主 が 掛 金 を 拠 出 し 、加 入 期 間 な ど に 基 づ い て あ ら か じ め 受 け

取 る 金 額（ 給 付 金 ）の 算 定 方 法 が 決 ま っ て い ま す 。従 っ て 、加 入 者 が 退 職 後 の 生 活 設 計 を 立 て

や す い 反 面 、運 用 状 況 の 悪 化 な ど で 資 産 の 積 み 立 て 不 足 が 発 生 す る 場 合 が あ り 、そ の と き は 事

業 主 が 掛 金 を 拠 出 し て 不 足 分 を 埋 め る 必 要 が あ り ま す 。  

税 制 上 の 取 り 扱 い は 事 業 主 が 拠 出 し た 掛 金 は 全 額 非 課 税 と な り ま す が 、加 入 者 が 拠 出 し た 掛

金 は 民 間 の 個 人 年 金 と 同 じ 扱 い で 他 の 生 命 保 険 料 と 合 算 し て 年 4 万 円 を 上 限 に 生 命 保 険 料 控

除 と な り ま す 。  

 

「 確 定 拠 出 型（ DC）」は 、運 用 先 に 支 払 う 金 額（ 拠 出 金 ）を あ ら か じ め 決 め て お き 、そ の 運

用 収 益 と の 合 計 額 を 基 に 個 人 別 に 給 付 を さ れ ま す 。  

拠 出 金 が 、加 入 者 の 持 分 と し て 明 確 化 さ れ 、加 入 者 が 自 ら の 選 択 に よ っ て 自 己 責 任 で 運 用 し 、

そ の 運 用 の 結 果 得 ら れ た 資 産 額 が そ の ま ま 給 付 額 と な る 制 度 で す 。加 入 者 は 投 資 信 託 等 の 貯 蓄

商 品 か ら 自 由 に 選 択 し て 運 用 し ま す 。中 途 引 き 出 し が 原 則 禁 止 な ど 、資 産 が 老 後 の 所 得 保 障 と

な る た め の 要 件 を 課 す こ と で 、 下 記 の 税 制 上 の 優 遇 措 置 が 認 め ら れ て い ま す 。   

 

◆  確 定 拠 出 年 金  

企 業 型 確 定 拠 出 年 金 は 、事 業 主 が 実 施 す る 企 業 年 金 で あ り 、事 業 主 が 掛 金 を 拠 出 し ま す 。規

約 の 定 め が あ る と き は 、加 入 者 も 事 業 主 掛 金 を 超 え な い 範 囲 で 、拠 出 す る こ と が 可 能 で す（ マ

ッ チ ン グ 拠 出 ）。拠 出 限 度 額 は 、月 額 5 万 5 千 円 で す 。確 定 拠 出 年 金 の 事 業 主 掛 金 は 、法 人 税

で 損 金 算 入 （ 個 人 事 業 主 は 必 要 経 費 ） の 対 象 と な り 、 税 制 上 優 遇 さ れ て い ま す 。  

 

個 人 型 確 定 拠 出 年 金 は 、国 民 年 金 基 金 連 合 会 が 金 融 機 関 に 業 務 を 委 託 し て 実 施 し 、個 人 単 位

で 加 入 す る 制 度 で イ デ コ （ iDeCo） と 呼 ば れ ま す 。 掛 金 は 加 入 者 が 拠 出 し ま す 。 た だ し 中 小 事

業 主 掛 金 納 付 制 度（ ideCo プ ラ ス ）に よ り 、企 業 年 金 を 実 施 し て い な い 中 小 企 業 事 業 主 が 、個

人 型 DC に 加 入 す る 従 業 員 の 掛 金 に 上 乗 せ し て 掛 金 を 拠 出 す る こ と も 可 能 で す 。  

拠 出 限 度 額 は 、国 民 年 金 第 1 号 被 保 険 者 は 月 額 6 万 8 千 円 。企 業 年 金 が な い 第 2 号 被 保 険 者

と 第 3 号 被 保 険 者 は 月 額 2 万 3 千 円 で す 。 企 業 年 金 が あ る 第 2 号 被 保 険 者 は 月 額 2 万 円 と な

っ て い ま す 。  

 

◆  資 産 運 用 で 老 後 に 備 え 推 進  

令 和 7 年 度 税 制 改 正 大 綱 で 、iDeCo の 掛 金 限 度 額 を 引 き 上 げ る こ と と な り ま し た 。企 業 に 勤

め る 人 が iDeCo と 企 業 型 確 定 拠 出 年 金 を 併 用 し た 場 合 の 限 度 額 を 引 き 上 げ 、 従 来 は iDeCo と

企 業 型 確 定 拠 出 年 金 を 併 用 し た 場 合 、掛 金 合 計 限 度 額 は 月 5 万 5 千 円 で し た が 、7 千 円 引 き 上

げ て 月 6 万 2 千 円 と な り ま す 。 企 業 型 確 定 拠 出 年 金 が な い 企 業 は iDeCo の 上 限 が 月 2 万 3 千

円 か ら 月 6 万 2 千 円 と な り ま す 。自 営 業 や フ リ ー ラ ン ス は 国 民 年 金 基 金 と の 合 計 額 が 付 き 6 万

8 千 円 か ら 月 7 万 5 千 円 と 7 千 円 引 き 上 げ ら れ ま す 。  

 

こ れ も 、 老 後 の 生 活 資 金 の 確 保 を 目 的 と し た 「 貯 蓄 」 か ら 「 投 資 」 へ の 流 れ で す 。  


